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（解 説〕
この映画は「第一回ソヴェ ート ・ ジャズ ・コメディ」

として作られ、 それまでイデオロギー を強く押し出し

ていたソ連映画の「転換」としてかなり問題になった

作品である。わが国では1935年（昭和10) 7月11日、

日比谷映画測湯で封切られた。（三映社輸入）
当時の反響の一例として、 飯田心美氏は『これはソ

ヴェートに於て作られた最初の音楽映画であるが、 こ

の一篇の中には、 いろいろな問題が含まれてゐる。 そ
の沢山の考へるべきものを持ってゐるといふ点で一見
の価値ある映画である。（中略）ストオリ ー は至極他愛
ないもの 、 カフカズの牧童コー スチャが生来音楽好き
なところから独乙の老人カー ルにヴァイオリンを教は
り、 黒海の避暑地に於て名指揮者と間違へられるとい
ふ話で格別これまでのソヴェ ー ト映画のやうに建設的
な意志もなく、 宣伝的な意味もない。実に天真瀾漫と
して無邪気 きわまる人物の行動に終始したものであ
る。全体の形式は「 ジ ャズ・コメ定ィ」と銘うたれて
ゐるだけあって、 徹頭徹尾、 音楽を駆使して筋がはこ
ばれてゐる。此の映画をみてゐるとき、 なにがいちば
ん興味をひくかと言へば全篇に横溢したロジア人特有
の狂喜乱舞ぶりと底知れない馬鹿々々しさである。 こ

れは一而 、 ジッコイといへはヘンツ コイし、 油ぎってゐ
ると言へば、 そう言へなくもないが、 然しその馬鹿騒ぎ
破目外れの徹版した度地は恐らく我邦のやうなコセコ

のセした島国根性の人種には味到し切れぬ味がある。
ミュ ジ ック・ホールの舞台にヒョッコリ姿を現した主

人公が指マ揮者になりますし、 聴衆およびオー ケストラ
を前にして「ハンガリアン ・ ラプソディ ー 」に合せて変
妙な身振りをする。矩火の光に揺られながら静かにす
入む葬式の楽土たちが突如としで愉快なダン ス11りをや
り出す。 ジャズ・オー ケストラの一団が致奏中に内輪
もめを起し喧騒の中から 変った ジャズを聞かせる 。
最後の場面では楽器を破壊した結果として声でもって
ジャズを唄ふ。その他、 牛、 隣馬 、 羊、 山羊などの狂
宴もあり、 ヤン キー も此を見たら唖然となるのであろ
うと思はれる場面が充満してゐる。（中略）形式から言
って未完成で雑然としたものであるが神経を太くして
みてゐれば仲々に得るところある特殊映画。最初の移

動ツー ンだけ見てゐても野放図な愉快さは直ちに感じ
られる。』Cキネマ旬報第544号(1935年6月21日号）「各
社試写室より」〕と述べている。（引用文の片名使いは原
文のまま）

「陽気な連中」とソ連映画

袋 一 平

『陽気な辿中』は1934年の作品である。 それはソ連
映画が活動の最盛期にのぽりつめた時期で、 この一年
だけでも、 長く話題に残るような作品をかなりたくさ
ん出している。

有名な『チャパー エフ』がある。日本にはプロコフ
ィエフの音楽だけが伝えられた『キ ー ジェ中尉』があ
る。今日第一流の作者といわれるロンムはモ ーパッサ
ンの映 画化『脂肪の塊』ではじめてその鬼オをあら
わした。曲りなりにも日本で公開された『白夜』や『雷
雨』、 監督ドンスコイの名をあげた『幸運の天オ』もこ



の年の作品である。さらにソ映画史上、 音楽嘉劇とい
うものがはじめて登場している。 一本はサフチェンコ
監督の『アコー ジオン』で、 もう一本がこの 『1楊気な
述中』である。

罪易気な迎中』はいろいろな点で人をおどろかせた。‘
ソ連の人ばかりではない。私たち日本のお客もびっく
りした。思いきってばかばかしいジャズさわぎが展開
する。動物どもまで一役演ずる徹底したアトラクツョ
ンは、 いまのロカビリー どころの話ではない。これが
『アトラクションのモンク ー ジュ』というのかーーと本
気で首をひねった人たちもあった。『アトラクジョンの
モンクー ジュ』というのは、

エイゼンジュテインがとな
えて、 世界映画界に衝動をまきおこした、 ユニークな
そして難解な理論であった。『連中』の作者アクサンド
ロフは『同冊罷エ』『戦艦ボチョムキン』以来のエイゼ
ンジュテインの共同督監である。彼が-r.氏から離れて
の、 独立第一 回作品がこの『連中』なのだから、 人々
がアッと言ったのもむりはない。

ところで結諭だけを言ってみれば、これは問涵の『ア
トラクツョンのモンタ ー ジュ』の理諭で樅成された映

画ではないが 、 その影響を受けた映画である、 とはい
えるようだ。も っともエ イゼンツュテイン自身、 その
理諭を完成することはできなかったし、 したがってそ
の理論にもとずく作品を成功的に創作するまでにはい
たらなかった。『十月』がそうだし、 日本で公開された
『古きものと新しきもの』も、 いわば実験の域を出な
いものであった。

それにしても『ボチョムキン』から超ロカビリー へ
の飛躍は、 監督アレクサンドロフの空想力の盟かさで
人の度胆をぬいた。映画自体が顔負けした。『連中』は
新しい純真な世界と、 古い偽善的な世界との対置の上
に構成された、 一種の風刺喜戯となるはずのものであ
った。陽気な牧敵で、 後にジャズの指揮者になるコス
チャと、 しがない女中で、 後に歌手となるアニュー タ
が、 前者を代表するものとすれば、 別荘のぜいたくな
母娘は後者を代表するものである。

ところが、 映画の発端で提示されたこの対闘は、 い
っこうに進展しない。途中で筋が切れて、 たがいに迎
絡のない場面がせり出してくる。ときにはエクセント
リックな卜＇クパクに落ちる。いつの間にか主人公の形
象には、 社会的な、 また心理的な内容が 、 消え失せて
いる。ちょうどこれと反比例して 、 監晋の音楽的天分
がいよいよ冴えてくる。奇妙といえば、 いかにも奇妙
な映画になった。

いまもそうだが、 そのころでも、ソ辿映画界には『思
想的におもしろくない』作品は、 どんなに時間と金と
を食ったものでも、 お蔵にする習間があった。私たち
に知られている人について言えば、『トゥルクジプ』の
トウリンは『バクウの人々』で、『人生案内』のエ ック
は『青い鳥』で失脚した。 エイゼンツュテインだって
［ページン草原』を蹴られている。 そういうしかつめ

らしい空気の中で、 この『ジャズ・コメデイ』は、 営
々として凱旋行進をしていったのである。

その秘密はおそらく、 開巻第一 ペ ー ジからはじまる
快適な音楽のリズム、 意表を衝いた新奇さ、 あかるい

陽気な人生観にあったのではないか。これが思想性と
同じ程度にやかましい『芸術性』の欠陥や、 筋のでた
らめをカバー した。なによりも、 観客大衆が大喜びで
とびついたのだから、 もうけんかにはならなかった。

歌を歌えば心が晴れる
歌ってくらせば退屈知らぬ
田舎も村も歌が好き
大きな都市も歌が好き・・・・・・

当代一流の詩人レベデフクマッチの歌詞はドゥナエ
フスキー の作曲に乗って、 その文句のとおり、 ソ連全
土を風靡した。メー デーやスボーツ祭には、 もうなく
てはならない歌曲になった。つまり一種の国民歌みた
いにさえなった。

これは単なる偶然とほいえない。この歌ばかりでな
く、 映画全体にわたって、 映画の製作以前に作曲が完
成していた。監督はそのメロデイに合わせて、 撮影を
進めた。だから正確な視聴覚的リズムをつくりあげ、

音楽や諸音と人物の動きとを、 うまく一致さ
せることに成功したのである。

ドゥナニフスキー の音楽は非常におぽえや
すい。叙＇柄味が•i農い。 ダンスにも行進にも向
く。彼はベストセラ ー 級の作l川家として長く
大衆に愛されてきたが 、 1955年7月に他界し
た。映画だけでも二十数本に作曲している。

この映画はまた舞台出身ではない歌うスタ
ー を生ん だ。リュボー フィ ・ オルロワであ
る。彼女は『白夜』の田舎女俊の役でデビ｀ュ
ー し、 その後すぐ『腸気な連中』のヒロイン
にばってきされて成功した。 監督アレクサン
ドロフの一連の音楽喜底II --『サー カス』［ヴ
ォルガ・ヴォルガ』『あかるし、道』などにすべ
て主荻している。

見方によれば、 この映画はコスチャに扮し
たチョー ソフのジャズ・オー ケストラの逹成
の展示会のようにもうけ取られる。彼はいま
もソ連軽音楽界の大御所である。さすがに頭
はもうまっ白になった、 そのときから％世紀
が過ぎている。ソヴェト映画に当時の若々
しい生命力は昔語りとなったのだろうか。

(7月19日から31日まで、 月耀日を除く毎日
2時から上映）

国立近代美術館フィルム・ ライプラリ ー




